
　

平
成
19
年
１
月
１
日
に
「
本

宮
市
」
が
誕
生
し
、
今
月
で
丸

３
年
が
経
過
し
ま
す
。
こ
の
間
、

合
併
の
際
に
皆
様
に
お
約
束
し

た
事
業
は
、
す
べ
て
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
重
要
課
題
で
あ

り
ま
し
た
工
業
団
地
造
成
費
の

債
務
約
１
１
３
億
円
の
返
済
に

も
道
筋
が
つ
き
、「
自
主
的
財

政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
地
盤
を
固
め
る
意
味
に
お
き

ま
し
て
も
意
義
深
く
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
、
関

係
各
位
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
10
月
、
２
つ
の
施
設
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
つ
は
、「
本
宮
市
民

元
気
い
き
い
き
応
援
ブ
ラ
ザ

（
愛
称
：
え
ぽ
か
）」
で
す
。
本

宮
診
療
所
廃
止
に
よ
る
福
島
県

の
支
援
金
を
活
用
し
、「
健
康

増
進
・
子
育
て
支
援
・
多
世
代

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⒄

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

交
流
」
の
拠
点
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
が
気
軽
に
利
用
で
き
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
明
る
い
施
設

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
10
月
１

日
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
に
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
で

は
、
連
日
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
是
非
一

度
、
皆
様
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
は
、「
白
沢
総
合

支
所
新
庁
舎
」
で
す
。
約
半
世

紀
に
わ
た
り
白
沢
村
の
歴
史
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
白
沢
総
合

支
所
（
旧
白
沢
村
役
場
）
で
す

が
、
老
朽
化
に
伴
い
、
白
沢
公

民
館
に
隣
接
す
る
堤
崎
地
内
に

移
転
新
築
し
ま
し
た
。
白
沢
地

区
に
お
け
る
行
政
の
拠
点
と
し

て
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
シ
ン

ボ
ル
的
な
施
設
と
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
旧
白
沢
総
合
支
所
の

跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
地
域
の
振
興
と
活
性
化
に

つ
な
が
る
利
用
方
法
を
、
多
方

面
か
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

本
宮
駅
利
用
の
促
進
に
関
す
る
提
言

『
中
間
報
告
書
』
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

▼
駅
利
用
促
進
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　

11
月
６
日
、
本
宮
駅
利
用
促
進
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
伊
藤
宏
之
委
員
長
よ
り
、『
本
宮
駅
利
用
の

促
進
に
関
す
る
提
言
「
中
間
報
告
書
」』
が
市
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
18
日
に
発
足
し
た
当
委
員
会
は
、
本
宮

駅
利
用
を
促
進
す
る
方
策
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
中
間
報
告
書
」
に
は
、
①
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
の
一
つ
、
②
地
域
住
民
の
広
域
的
交
通
起
点

と
し
て
確
立
、
③
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
駅
利

用
促
進
、
④
短
期
的
視
点
と
長
期
的
視
点
と
い
う
駅

利
用
促
進
の
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、
様
々
な
方

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
の
利
用
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、

市
民
や
企
業
、
各
種
団
体
と
の
協
力
と
Ｊ
Ｒ
と
の
連

携
に
よ
る
長
期
的
な
取
組
み
の
展
開
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
今
後
も
検
討
を
深
め
、
本
市
が
進
め

る
本
宮
駅
の
利
用
者
増
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
基

本
と
な
る
「
提
言
書
」
を
ま
と
め
、
平
成
22
年
１
月

に
市
へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
中
間
報
告
書
を
受
け
、
市
で
は
具
体
的
な
対

策
の
検
討
及
び
実
施
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
駅
利
用
促
進
方
策
の
提
案
項
目

１
．
短
期
的
視
点
の
方
策

　

⑴
駅
前
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

⑵
土
日
・
祝
祭
日
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
お
よ
び
誘
致

　

⑶
観
光
事
業
の
実
施

　

⑷
駅
利
用
者
特
典
付
与
事
業
の
実
施

　

⑸
駅
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
話
題
づ
く
り

　

⑹
大
学
の
諸
活
動
に
お
け
る
市
内
実
施
の
誘
致
と

支
援

２
．
長
期
的
視
点
の
方
策

　

⑴
駅
東
西
の
連
絡
と
周
辺
環
境
の
整
備

　

⑵
駅
舎
改
築
と
多
角
的
利
用

　

⑶
定
住
・
人
口
増
対
策

■
駅
利
用
促
進
に
よ
り
期
待
す
る
駅
周
辺
地
域

の
将
来
の
姿

　

○
駅
利
用
者
や
周
辺
住
民
に
よ
る
人
の
流
れ
が
絶

え
ず
、
に
ぎ
わ
い
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

　

○
鉄
道
を
駅
東
西
の
垣
根
と
せ
ず
駅
周
辺
地
域
に

一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

▲佐藤市長に「中間報告書」を手渡す伊藤委員長（左）

市の話題 Topic of City

　

市
が
昨
年
９
月
か
ら
進
め
て
き
た
本
宮
小

学
校
の
建
替
え
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
本
宮
小
学
校
は
、

一
昨
年
の
第
二
校
舎
の
改
修
を
皮
切
り
に
、

第
一
校
舎
の
解
体
跡
地
に
校
舎
の
建
築
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
で
、
南
棟
に
は
普
通
教
室
が
配
置
さ
れ
、

廊
下
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
通
常
よ

り
幅
が
広
く
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
棟
に

は
普
通
教
室
と
職
員
室
、
校
長
室
、
保
健
室

な
ど
の
管
理
部
門
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
、
図

書
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
障
が
い

者
対
応
の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
不
審
者

対
策
の
た
め
の
録
画
機
を
備
え
た
防
犯
カ
メ

ラ
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
第
三
校
舎
を
解
体
し
、
そ
の
跡

地
を
低
学
年
用
グ
ラ
ン
ド
に
整
備
し
本
宮
小

学
校
改
修
工
事
が
す
べ
て
完
了
し
ま
す
。

（上左）北棟と南棟をつなぐ２階渡り廊下
（上右）北昇降口
（下左）明るく広い２階談話コーナー
（下右）無垢材の床板を張った１階普通教室

本
宮
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

▲建物の北西面

▲廊下を兼ねるオープンスペース

本宮小学校新校舎の概要
■事業概要
　鉄筋コンクリート二階建て
　延べ床面積3,733㎡
■総工事費
　７億1,476万円

◆問い合わせ先
　教育総務課　教育施設係
　（☎内線244）

▲新しい校舎での様子

　新校舎での授業が開始された11月
17日、全校集会の場で６年生の根本航
大くんが新校舎完成にあたっての作文
を発表しました。

　新校舎を造ると聞いたのは、ぼくが
４年生の時でした。それからずっと、
新しい校舎で生活できることを楽しみ
にしていました。
　新しい校舎に初めて入ったときは、
みんな「ワー」と歓声を上げ、ピカピ
カの床や広い廊下、大きな窓がたくさんある階段に感激していま
した。
　特にぼくが驚いたのは、本格的なスタジオがある放送室です。
ぼくは情報委員なので、この放送室で放送できるのが今から楽し
みです。
　このようにすばらしい校舎ができたのは、市長さんをはじめ、
いつもぼくたちを見守ってくださっている地域の方々や、暑い日
も寒い日も工事をしてくださった皆さんのおかげです。本当にあ
りがとうございました。
　たくさんの方々のおかげでできた校舎を、いつまでも大切に
使っていきたいと思います。
　そして、これからも一生けん命に勉強や運動に取り組み、すば
らしい本宮小学校にしていきたいと思います。
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